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ᇹᲫᇘ ǸȧȖȪȏーǵȫのોᑣのᏑ୎Ʊᙻໜ

Ძ ǸȧȖȪȏーǵȫƱƸ

ルは、ఇ職⪅が職場にᡠって໅務することを᝿ᐃし、実㝿の職場に㏆いࢧーࣁリࣈョࢪ

ᶍᨃ的な職場⎔ቃのなかで、チームで༠ຊし合いながら負荷のある作業ㄢ題に取り⤌ࡳ、

それらを㏻じて職場復ᖐのために必要な知識やᑐฎスキルを実㊶することを┠的とするᢏ

ἲです。 

作業ㄢ題には、職場で⏕じることがண᝿されるさまざまな負荷�ࣀル࣐や⣡期、ணᐃのኚ

᭦、交渉・調整、ᙺ๭に応じた㈐௵など�をタᐃします。 

ཷㅮ⪅は、これらの負荷にᑐ応しながら、⮬らの行ືの≉ᚩやᛮ⪃のⒷを᣺り㏉り、⮬

らの支援ㄢ題にᑐして、学んだスࣞࢺスᑐฎἲやࢧ࢔ーションなどの知識やᑐฎスキルを

౑ってᑐ応します。 

㞀ᐖ⪅職業⥲合センター職業センター㸦௨ୗ「職業センター」とい࠺。㸧では、Ẽ分㞀ᐖ

等でఇ職୰の᪉ࠎをᑐ㇟とした職場復ᖐ支援ࣛࢢࣟࣉム㸦௨ୗ「㹈㹂㹑㹎」とい࠺。㸧を実

施しています。  

ᖹ成 �� ᖺᗘから㹈㹂㹑㹎にࡅ࠾る取り⤌ࡳをもとにࢪョࣈリࣁーࢧルを㛤Ⓨし、ᖹ成

�� ᖺᗘに支援࣐ニュ࢔ル 1R�1�「Ẽ分㞀ᐖ等の⢭⚄⑌ᝈでఇ職୰の᪉のためのࢪョࣈリࣁ

ーࢧル 1��௨ୗ「ᪧ支援࣐ニュ࢔ル」とい࠺。�」に取りまとめました。 

そのᚋ、ࢪョࣈリࣁーࢧルは、職業センターࡧࡼ࠾඲ᅜの地域㞀ᐖ⪅職業センター㸦௨

ୗ「地域センター」とい࠺。㸧のリワーク支援に࠾いて、さまざまなᕤኵを加えながら実施

されています。 

㸦௨ୗ、㹈㹂㹑㹎ࡧࡼ࠾地域センターのリワーク支援を「リワーク支援等」とグ㍕します。㸧 

 。り示しています࠾ルにはḟのと࢔ニュ࣐いて、ᪧ支援ࡘルのᴫ要にࢧーࣁリࣈョࢪ

 £のၟ྇ؠת؄ー؟؋؜׭¢

図㕱 ؄؟؋؜׭ーؠתのၟ྇ 

Ғ ೥஬ೄ֮Ւチームב૛成֖ධኃ෵ப֪೘׉ຎֿՓ 

ғ ೥஬ೄ֮Ւ役割֪ࣤ֗֞฽ኃבᆟօՓ 

Ҕ ೥஬ೄのධኃ֮Ւย්的・ි໲的֪ᆟझבশ֗׊࿘ဗのಱ・ፘ็ב࿊֘׊Փ 

ҕ ೥஬ೄಛ׈֋Ւఢ઄෵பඑのड༎ӡആཨ፛Ւಏ໗፛な֨ӢבႾ֖࠶Ւその໴
ശሑሓבଙ၀֖֥ಲ๯֘׊Փ 

Җ ೥஬ೄಛ׈֋Ւධ඘֦のצ؀ؚؔרーب؜׬එのड༎ӡගሇ୪হՒ࡝౩ຈྫྷ
な֨ӢבႾ֖࠶Ւその໴ശሑሓבଙ၀֖֥ಲ๯֘׊Փ 

җ ೥஬ೄ֮Ւ㖃㕽㖌㖉֦೺ၜ֖֞スؠעのಲ๯Ւᎉ೺בᄗᆲ֖Ւಲዿตבஸ׊׀Փ 

Ҙ ೥஬ೄと౫࣍スタ׸؊֮Ւ؄؟؋؜׭ー֦ؠת॰Ⴁ֔֞׋ड༎ב੢ዛ֘׊Փ 
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Ԇチーム構成と役割Ԉ 

ᩘ「�ーࣂ１ྡ�、࣓ン�ーࢲ１㹼㸰ྡ�、リー�るチームは、ୖྖࡅ࠾ルにࢧーࣁリࣈョࢪ

ྡ�でᵓ成し、ୖྖは支援スタッࣇ、リーࢲー࣓ࡧࡼ࠾ンࣂーはཷㅮ⪅がそのᙺ๭をᢸᙜし

ます。 

図㕲 チームஓถと役割 

ԆタスクワークのॗጅԈ 

、ます。タスクワークはࡧる作業ㄢ題は「タスクワーク」と࿧ࡅ࠾ルにࢧーࣁリࣈョࢪ

ཷㅮ⪅ࡈとに᣺りわࡅられるಶேタスクと、ཷㅮ⪅が༠ຊして行࠺チームタスクからᵓ成

されます。タスクワークの内容はཷㅮ⪅の≉ᛶや㐺ᛶに応じて調整します。 

ཷㅮ⪅はୖྖからᣦ示されたタスクワークをࢪョࣈリࣁーࢧルᙜ日୰に᏶஢さࣀ、ࡏル

 。の㐩成を┠ᣦします࣐

図㕳 ଼෗פ׮״とチームפ׮״ 

タスクワークの概要

個人タスク

z 個々に担当する作業

z 正確性と効率が求められる

• ＭＷＳ作業
• 物品購入伺作成
• 自己紹介文作成 など

チームタスク

z 受講者同士がチームで行う作業

z アサーティブなコミュニケーショ
ンを図りながら作業課題を遂行
することが求められる

• カード情報収集作業
• 忘年会企画書作成 など
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ンࢮࣞࣉ、や交渉ࣉーシッࢲルを฼⏝した㹈㹂㹑㹎ཷㅮ⪅からは、「リーࢧーࣁリࣈョࢪ

ルࢧーࣁリࣈョࢪ」、「てᙺ立ったࡁーションなど、職場で必要となるスキルのカ⦎がでࢸ

の⑂ປが⩣日までṧる⤒㦂をしたことで、⑂ປのᗘ合いに応じたᑐฎが必要だと⌮ゎした」、

「スࣞࢺス場㠃で、スࣞࢺスᑐฎㅮ習で学んだセルࢺࣇークを実㊶しຠᯝをឤじた」とい

ったឤ᝿がᣲࡆられています。ࢪョࣈリࣁーࢧルは、య調⟶⌮からコミュニケーション、

問題ゎỴ⬟ຊをྵࡴ⥲合的な知識やスキルの☜ㄆや習ᚓに᭷ຠなᢏἲであると⪃えられま

す。 

  

Წ ોᑣのᏑ୎

㞀ᐖ⪅職業⥲合センター◊✲㒊㛛が௧࿴ඖ���1��ᖺに実施した「♫ဨの࣓ンタル࣊ルス

୙調とఇ職・復職に関する調ᰝ㸰�」では、企業が་⒪ᶵ関にࡅ࠾る職場復ᖐ支援などの事

業場እ㈨※に期ᚅする事㡯のࡕ࠺、地域センターのリワーク支援にᑐしては、「ఇ職⪅の業

務㐙行⬟ຊのᅇ復」を᭱も期ᚅしているとの⤖ᯝが示されました。また、「職場にࡅ࠾る࣓

ンタル࣊ルスᑐ⟇に関する調ᰝ㸱�」では、⣙６๭の企業が復職᫬にどの⛬ᗘ௙事がでࡁる

かわからないことが問題と⪃えて࠾り、業務㐙行ຊのᅇ復に関する問題にもっとも関ᚰが

㧗いとのሗ࿌がされています。この調ᰝでは、「࣓ンタル࣊ルスの問題が⏕⏘ᛶの低ୗと関

ಀする」とした企業が⣙㸷๭あったとい࠺ሗ࿌もあります。これらのことから、企業がᢪ

える問題のゎỴのために、業務㐙行⬟ຊのᅇ復に╔┠したᢏἲの充実をᅗることが㔜要と

⪃えました。 

また、ୖグをふまえ、௧࿴㸰ᖺᗘに඲ᅜの地域センターにᑐしてࢪョࣈリࣁーࢧルの実

施≧ἣに関する࢔ࣄリンࢢ調ᰝを行った⤖ᯝ、ḟの࠺ࡼな意見・要望を☜ㄆしました。 

【チーム構成や役割】 

・職఩ࡈとに求められるᙺ๭をタᐃした実施パターンがほしい 

・職場⎔ቃや職務、負荷など、ࡼり実㝿の職場に㏆い形のタᐃがほしい 

【タスクワーク】 

・ᖜᗈいᑐ㇟⪅に実施でࡁる࠺ࡼにタスクワークを拡充してほしい 

・職場⎔ቃや職務、負荷など、ࡼり実㝿の職場に㏆い形のタᐃがほしい�๓ᥖ� 

・ཧ加ேᩘやᑐ㇟⪅のከᵝな㞀ᐖ≉ᛶに合わࡏたᰂ㌾な実施パターンがほしい 

【その他・全般的なこと】 

・ឤᰁ⑕ண㜵ᑐ⟇を行いながら実施する᪉ἲが知りたい 

・ලయ的な実施౛をඹ᭷してほしい 

・ά⏝しやすい࢜リ࢚ンࢸーション㈨ᩱやグ㘓⏝⣬類を整ഛしてほしい 

・支援スタッࣇのලయ的な関わり᪉㸦ホ౯やࣇィーࣂࢻックの᪉ἲなど㸧が知りたい 

  

これらの◊✲成ᯝからᢕᥱされた企業の支援ニーࢬや地域センターからの意見・要望を

ふまえ、ࢪョࣈリࣁーࢧルをᨵⰋすることとしました。
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Ჭ ǸȧȖȪȏーǵȫોᑣのȝǤȳȈ

(Ძ)Ⴘ೅ᚨܭの৖ዓƖのଢᄩ҄

ᨵⰋ∧ࢪョࣈリࣁーࢧルでは、ཷㅮ⪅がこれまでのാࡁ᪉を᣺り㏉り、リワーク支援等

に࠾いて学んだ知識やᑐฎスキルをふまえて┠ᶆタᐃがでࡁる࠺ࡼに、「ࢪョࣈリࣁーࢧ

ル ┠ᶆタᐃのための⮬ᕫチ࢙ックリスࢺ �௨ୗ「┠ᶆチ࢙ックリスࢺ」とい࠺。� 」

㸦㈨ᩱ１㸧を᪂たに作成し、┠ᶆタᐃのᡭ⥆ࡁを᫂☜にしました。これは、支援スタッࣇ

のホ౯やࣇィーࣂࢻックの᪉ἲを知りたいとい࠺地域センターからの意見・要望をふまえ

たものです。 

「┠ᶆチ࢙ックリスࢺ」のホ౯のどⅬは、リワーク支援等にࡅ࠾るࢸー࣐にあわࡏ、኱

㡯┠を「⏕ά習័・య調⟶⌮」、「スࣞࢺスᑐฎ」、「コミュニケーション」、「௙事の取⤌ࡳ

᪉・ാࡁ᪉」の㸲ࡘとし、ᑠ㡯┠はそのなかで学ࡪ知識やスキルを཯ᫎした内容としてい

ます。  

また、ࢪョࣈリࣁーࢧル実施ᚋに作成する「ࢪョࣈリࣁーࢧル᣺り㏉りシーࢺ�௨ୗ

「᣺り㏉りシーࢺ」とい࠺。� 」㸦㈨ᩱ㸰㸧と┠ᶆチ࢙ックリスࢺの㡯┠を連ືさࡏてい

ます。 

な࠾、㹈㹂㹑㹎では、᫂☜な┠的意識をもってࢪョࣈリࣁーࢧルに⮫める࠺ࡼに、ࢪョ

 。いてのㄝ᫂を行いますࡘルを㛤ጞする๓に、┠ᶆタᐃの⪃え᪉や᪉ἲにࢧーࣁリࣈ

(Წ)ಅѦ᡾ᘍщƴ᧙Ƣǔᚸ̖᪮Ⴘのݰλ

企業に࠾いては職場復ᖐ᫬の業務㐙行ຊのᅇ復にᑐする関ᚰがᙉいとい࠺調ᰝ⤖ᯝをふ

まえ、「┠ᶆチ࢙ックリスࢺ」の኱㡯┠「௙事の取⤌ࡳ᪉・ാࡁ᪉」のホ౯㡯┠に⤒῭⏘

業┬が提ၐする♫఍ேᇶ♏ຊの⬟ຊ要⣲を加えました㸦♫఍ேᇶ♏ຊにࡘいては、６࣌ー

 。で⤂௓しています㸧ࢪ

♫఍ேᇶ♏ຊは、௙事をしていくために必要なᇶ♏的なຊであり、♫఍ேᇶ♏ຊの⬟ຊ

要⣲は、職業、職種、業種、職఩などを問わないᶓ᩿的なᣦᶆとされています。そこで、

これらを業務㐙行ຊとྠ等のものであるとᐃ⩏し、業務㐙行ຊに関わるᣦᶆとしてࢪョࣈ

リࣁーࢧルの┠ᶆタᐃの㡯┠にྵめることとしました。 

(Ჭ)ȁーȠನ঺ƴƓƚǔᎰˮǍࢫлのᚨܭ

従来のチームᵓ成では、タスクワークを㐙行するᙺ๭を「リーࢲー」と「࣓ンࣂー」と

していました。୍᪉、地域センターからの意見・要望では、職఩ࡈとに求められるᙺ๭を

タᐃした実施パターンがほしいとのኌもありました。実㝿の職場では「㒊長」や「ㄢ長」、

「୺௵」といった職఩に応じて求められるᙺ๭があり、負荷の内容も␗なります。ᨵⰋ∧

たチームᵓ成としましࡏ཯ᫎさࡅるだࡁルでは、実㝿の職場の職఩をでࢧーࣁリࣈョࢪ

た。 

ཷㅮ⪅は、⤌⧊にࡅ࠾る職఩に応じたᙺ๭や࿘ᅖからの期ᚅをふまえて、⮬らの行ືの

≉ᚩやᛮ⪃のⒷを᣺り㏉り、ᑐฎスキルを実㊶でࡁる࠺ࡼにします。౛えࡤ、ㄢ長職をᢸ

ー、職఩ୖ఩⪅との調整とい࢛ࣟࣇことで、チーム内の業務の⥲ᣓ、㐍ᤖ⟶⌮、୺௵の࠺

った࣓ࢪࢿ࣐ンࢺをయ㦂し、そのなかで⮬らのキࣕリ࢔に関するㄢ題やそれにᑐするᑐฎ

⟇を᳨ドします �ᅗ㸲�。 
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図４ チームの職位と役割 

(４)タスクワークの拡充

タスクワークは従来 15 種類を提示していましたが、45 種類に拡充しました。 

拡充にあたっては、地域センターからの意見・要望をふまえ、負荷が低く比較的簡易な

実務作業や事務作業からなるタスクワークを加えました。また、職場で求められる企画立

案・問題分析・合意形成が必要なタスクワーク、ディスカッションや交渉・調整などのコ

ミュニケーションが必要なタスクワークの種類を増やしました。さらに、リワーク支援等

で学んだ知識やスキルの復習が行えるタスクワークも加えました。これらのタスクワーク

を作業の内容に応じて、「実務作業」「事務作業」「文書作成」「企画立案・問題分析・合意

形成」「復職関連」「その他」の６領域に分類し、別冊「タスクワーク集」に取りまとめま

した。

そのほか、チームで実施するパターンや単独で実施するパターン、１日で実施するパタ

ーンや長期にわたり実施するパターンなど、さまざまな実施パターンを提示しました。 

職位に応じた役割とは

職場では、職位によって求められる役割が決められます。
ジョブリハーサルでは、職位を設定し、チーム内で期待される役割を担います。

課長

主任

担当者

主主

 課内の業務を総括する。
 課内の業務の役割分担、進捗管理を

行う。
 主任、担当者をフォローする。

 上司の指示・助言を踏まえチームや
グループの中心メンバーとして、創
意工夫を凝らし自主的な判断、改善、
提案を行う。

 課長を補佐、担当者をフォローする。
 担当者の役割を兼ねる。

 上司の指示・助言を踏まえて業務を
確実に実行する。

指示

部長
 部内の業務を総括する。

ササルルルででで

参考：厚生労働省：キャリアマップ、職業能力評価シート導入・活用マニュアル
「事務系職種の人材育成のために（経営戦略、情報システム、営業・マーケティング・広告）」（２０１８）

報告・相談

ᲶᙲእᲭᲸ

チームと職位

職場では、職位によって求められる役割が決められます。
ジョブリハーサルでは、職位を設定し、チーム内で期待される役割を担います。

課長

主任

担当者

 課内の業務を総括する。
 課内の業務の役割分担、進捗管理を

行う。
 主任、担当者をフォローする。

 上司の指示・助言をƾまえチームや
グループの中心メンバーとして、創
意工夫を凝らし自主的な判断、改善、
提案を行う。

 課長を補佐、担当者をフォローする。
 担当者の役割を兼ねる。

 上司の指示・助言をƾまえて業務を
確実に実行する。

指示

部長
 部内の業務を総括する。

参考：厚生労働省：キャリアマップ、職業能力評価シート導入・活用マニュアル
「事務系職種の人材育成のために（経営戦略、情報システム、営業・マーケティング・広告）」（2018）

報告・相談

ᲶᙲእᲭᲸ

チームと職位

職場では、職位によって求められる役割が決められます。
ジョブリハーサルでは、職位を設定し、チーム内で期待される役割を担います。

課長

主任

担当者

 課内の業務を総括する。
 課内の業務の役割分担、進捗管理を

行う。
 主任、担当者をフォローする。

 上司の指示・助言をƾまえチームや
グループの中心メンバーとして、創
意工夫を凝らし自主的な判断、改善、
提案を行う。

 課長を補佐、担当者をフォローする。
 担当者の役割を兼ねる。

 上司の指示・助言をƾまえて業務を
確実に実行する。

指示

部長
 部内の業務を総括する。

参考：厚生労働省：キャリアマップ、職業能力評価シート導入・活用マニュアル
「事務系職種の人材育成のために（経営戦略、情報システム、営業・マーケティング・広告）」（2018）

報告・相談
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社会人基礎力とは

「社会人基礎力」とは、「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な
基礎的な力」として、経済産業省が 2006 年に提唱したものです。

また、2017 年に開催された「我が国産業における人材力強化に向けた研究会」では、こ
れまで以上に長くなる個人の企業・組織・社会との関わりの中で、ライフステージの各段
階で活躍し続けるために求められる力を「人生 100 年時代の社会人基礎力」としています。

社会人基礎力は、「前に踏み出す力（アクション）」、「考え抜く力（シンキング）」、「チ
ームで働く力（チームワーク）」の 3 つの能力と 12 の能力要素から構成されています。

「前に踏み出す力（アクション）」の能力要素は、主体性・働きかけ力・実行力であ
り、指示待ちにならず、一人称で物事をとらえ、自ら行動できるようになる力のことで
す。「考え抜く力（シンキング）」の能力要素は、課題発見力・計画力・創造力であ
り、自ら課題提起し、解決のために自律的に考え抜く力のことです。
「チームで働く力（チームワーク）」の能力要素は、発信力・傾聴力・柔軟性・情況把
握力・規律性・ストレスコントロール力であり、多様な人々との繋がりや協働を生み出
す力のことです。

一般社団法人 社会人基礎力協議会は、「社会人基礎力は Basic（基礎の、最低レベ
ル）ではなく、Fundamental（根本的な、基本的な）であり、年齢や立場に関係なく誰に
でも必要不可欠なもの」としています。

島田 4）は、「社会人基礎力は、職業、職種、業種、職位などを問わず横断的に適用が
可能なものであり、個々の状況によって必要な能力要素の多寡はあるが、どのような状況
の職業人も自分の現状を評価する指標として活用することができる」としています。

また、「社会人が、必ずしも 12 項目すべてに秀でている必要はなく、誰しも得意・不得
意分野があり、大切なのは、これらの能力要素を『ものさし』のように、自らを測定する
道具として用いることができるかどうかであり、自分の得意な力や持ち味は何か、今の組
織は自分にどの力を求めているのか、今後どの力を伸ばしていきたいのか、これから自分
のやりたい仕事にはどの力が必要なのかなどについて、折に触れて振り返ることができる
簡便で便利なツールとしてとらえることができる」ともしています。
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今までの「社会人基礎力」とは

経済産業省が主催した有識者会議により、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくた
めに必要な基礎的な力を「社会人基礎力(＝３つの能力・1２の能力要素）」として定義。

1

意見の違いや立場の違いを理解する力

自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

主体性
物事に進んで取り組む力

働きかけ力
他人に働きかけ巻き込む力

実行力
目的を設定し確実に行動する力

創造力

課題発見力

新しい価値を生み出す力

現状を分析し目的や課題を明ら
かにする力

課題の解決に向けたプロセスを明
らかにし準備する力

計画力

前に踏み出す力 （アクション）
～一歩前に踏み出し、失敗しても粘り強く取り組む力～

考え抜く力 （シンキング）
～疑問を持ち、考え抜く力～

チームで働く力（チームワーク） ～多様な人々とともに、目標に向けて協力する力～
発信力 自分の意見をわかりやすく伝える力
傾聴力 相手の意見を丁寧に聴く力

柔軟性

情況把握力
規律性 社会のルールや人との約束を守る力

ストレスの発生源に対応する力ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

就学前教育
幼稚園教育要領
保育所保育指針

初等中等教育
学習指導要領

⾼等教育
⼤学設置基準等

新⼈ 社会⼈
社会⼈基礎⼒
（2006）

中堅 社会⼈ 中⾼年 社会⼈

何を
学ぶか
【学び】

・学びに向かう⼒が
ついているか

・主体的に⾃⼰を
発揮しながら学
びに向かう態度
はついているか

・どんな専⾨分野
を修めて社会で
活躍するための
礎とするか

・⾃らが付加価値
を⽣み出すため
の学びはなにか
・学びの広さや深
さを得らえるか

・強みを伸ばし、
弱みを克服する
学びはなにか
・社会や技術の
変化に対応す
るための学びは
なにか

・持続的に活躍し
続けるために必要
な学びはなにか
・経験等を引き継
ぐための学びはな
にか

どのように
学ぶか
【統合】

・⼤⼈との触れ合
いは⼗分か
・他者との関わりは
⼗分か

・学校種間の連携
や交流は⼗分か
・共に尊重し合い
ながら協働して
⽣活していく態度
はついているか

・年代、地域、⽂
化などを超えた多
様な⼈と関わって
いるか

・多様な⼈と出会
い、視野を広く
持ち、多様な機
会を得ているか

・多様な⼈との関
係性を構築し、
価値の創出に
向けて組み合わ
せているか

・多様な⼈との関
係性を活⽤し、
活躍の場や活動
の領域をこれまで
より広げているか

どう
活躍するか
【⽬的】

・よりよい⽣活を営
もうとしているか

・⾃分のよさや可
能性を認識して
いるか

・得⼿不得⼿を踏
まえて、企業・社
会とどのように関
わりたいか

・組織や家庭との
関係でどんな⾃
分でありたいか

・⾃⼰実現するた
めにどのような⾏
動が必要か

・これまでの経験を
踏まえ⾃らが社
会に提供できる
価値はなにか

３つの能⼒
12の能⼒要素

「⼈⽣100年時代の社会⼈基礎⼒」の「気づき」の設定
個々⼈がキャリアオーナーシップにもとづき、⾃らが持つ・持たざる能⼒や体験をリフレクション（振り返り）
するため、ライフステージの各段階で意識することが求められる“問い”を⽰すことが有⽤。

教
育
と
社
会
と
の
関
係
の
接
続

(

こ
れ
ま
で
の
重
点)

教育や体験活動を通じた育成／育成の⽀援 仕事や地域での実践を通じた深化／研鑽環境の整備

・主体的・対話的で深い学び
・キャリア教育の充実

・多様な経験の積み重ね
・リフレクションと多様なフィードバックの積み重ね

リフレクション（振り返り） リフレクション（振り返り）
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